
施設の防災タイムラインの内容について 

 

【概要】 

 令和４年３月の国の様式改定に合わせて、長岡市が独自に作成した避難確保計画様式の

こと。 

 避難確保計画の実行性を高めるため、長岡市での計画作成に特化した内容（市内対象河

川の表示、長岡市からの各種情報の掲載）を盛り込み、以下の特長を有しています。 

 

【特長】 

 ・避難行動の「見える化」…避難確保計画の記載内容が時系列に基づくタイムラインと

して自動作成され、実災害時の行動が具体化、見える化さ

れます。 

 ・市 防 災 施 策 の 反 映…信濃川早期警戒情報や長岡方式の避難行動、市の情報発信 

ツールなど、長岡市の取組を様式に反映しています。 

 ・計 画 策 定 の 効 率 化…エクセルのドロップダウン入力や、屋内安全確保の自動判

定機能等により、策定の効率化を図りました。 

 

【タイムラインシート（イメージ）】 
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日没までの避難完了を基本として、早めの行動を心掛ける

●

体制

事前休業の判断

太田川

施設の防災タイムラインシート

対象災害 洪水 信濃川 魚野川 郷本川

利用者の内訳
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建物 階数 階 構造 屋上の有無 なし㎡
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●夜間や休日などの職員が少ないタイミングでの避難が想定される場合

●

●

●具体的な避難先

5分

● 4 台

避難方法 避難に
要する時間徒歩 車両

1時間

● 4 台 30分

●通所部門を有する場合は、事前休業の判断をおこなう（計画４参照）5分

夜間の急な大雨による指定緊急避難場所（や指定避難所）の開設は困難であることを念頭に置き、そ
のような場合における避難場所（屋内安全確保が可能であれば含む）を検討しておく。

あらかじめ状況が想定できる場合などにおいては、夜間や休日においても職員を増員し、いざというと
きの災害対応に備える。

● 4 台 1時間

● 4 台 30分

● ● 4 台 15分

4 名

建築面積 延床面積 ㎡300150鉄筋コンクリート造2

利用者 施設職員 最大：12名　／　最小：3名最大：27名　／　最小：18名

ストレッチャーや担架が必要 1 名単歩行可能 介助必要 車いすを使用名

別紙３


